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お知らせ

立ち話で、平和について語るきっかけにな
ればと願いつつ。白梅と藪椿の香る事務所
前にて。（｢大義｣は三省堂国語辞典より）豊橋市議会議員　
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平平平

まんまの会・花うさぎの会発行。

ご希望の方はご連絡ください。

   004年、いつものように新らしい年の初

　　めを祝う気持ちにはなれません。

　　｢戦争｣が、とうとう私たちの日常生活を覆

　　い始めた事実を重く受け止めています。

　　　の中で、議会活動10年目を迎えました。

　　また、子育ての地域仲間とともに、20年

　　間の活動記録｢だっこ・おんぶ・大好き｣

　　をまとめ、大切なことは何年たっても変わ

　　らぬことを確信しています。

　　　和だったからこそできたこととかみし

　　め、環境、福祉のまちづくりの夢実現のた

　　め、今年も精一杯働かせていただきます。

　　　どうぞよろしくお願い申し上げます。
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Ａ１：計画中の施設では、遊びを通

して、子どもが成長する過程において

重要な役割を果たす施設であると思っ

ている。今後、それぞれの機能ごとに、

ソフト的な内容なども含め、市民の皆

さんの意見を十分聞いて勉強する。

渡辺則子一般質問Ｑ＆Ａ（抜粋）

1. 「協働のまちづくり」と社会教育の諸課題について

 2. ０歳からの市民の諸権利を保障するための課題について

●確かに１０年前と比べれば、協働は格段に前進中。市民側に、コスト

　意識を持ち、時々は市民活動を税換算して考えてみることも必要では。

●ボランテイアで安易・安価に肩代わりとならぬよう、公共の役割と市

　民参加については、十分な話し合いが必要。

●この３０年余、市民館に社会教育主事が不在のままで、どのようなま

　ちづくりが進んだと判断しているのか。地域の教育力を高めるとの答

　弁だが、その方策は如何。もっともっと市民活動から、行政は情報も

　力も得てほしい。試されるのは、職員力、つまり、市民との協働で、

　ともに｢市民政府｣を目指す職員の気概にかかっている。

Ｑ１：本市における｢住民

参画による協働のまちづくり

｣の課題に対して、生涯学習

社会に対応した社会教育をど

のように位置づけて施策を進

めてきたか。

Ａ１：平成12年度策定した本市の生涯学習推進計画

では「だれでも、いつでも、どこでも、何でも、自発

的意思によって学習でき、それによって個性的な人生

が選択できる生涯学習社会の構築」を基本理念として

定めている。総合的な生涯学習を推進するため、互い

に開かれた関係づくりなど市民との協働による生涯学

習社会を目指して取り組んでいる。

Ｑ２：社会教育法24条の規定に基づく豊

橋市公民館、豊橋市民館は、「実際生活に

即する教育、学術および文化に関する各種

の事業を行う教育施設」として昭和42年以

降、本市独自の施設として整備されてきた

が、校区単位のまちづくりを進める上での

成果と課題について。

Ａ２：少子化・核家族化が進む現代におい

ては、社会全体の地域共同体意識の低下がみ

られることを考慮し、今後は「地域の教育

力」を高めていくことが課題。今後は市制

100周年を大きな契機として、「協働のまち

づくり」をさらに一層推進していく考え。

のりこのコメント：

Ｑ１：こども関連施設の基本計画中間報告に

よれば、市民参画の協働事業として進めること、

総合的な相談機能を持つことが市民から期待さ

れ、計画に反映されています。子どもにとって、

遊びは心身の発達の上で欠くことができません。

0歳からの市民である、すべてのこどもの遊ぶ

権利を保障するための取り組みについて。
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　長年待ち望んだ児童精神科医師の着任で、豊橋、三河の父母、保育士、

教師、保健師・・の皆さんの喜びがびんびん伝わってくる。先日行われ

た山田医師の講演会における聴講者の熱気からも想像できます。子ども

のいる現場からの声をきちんと受け止め、子どもの立場にたった療育セ

ンター建設のためには、担当職員の力が求められます。これからも議論

を深め、チェックしていきます。

　３月議会にはいよいよ条例案が上程されます。男女の社会的な役割

や、学校現場における男女平等に関する、さまざまな意見が混在して、

市民の関心も高くなっています。｢男女は平等｣であるべきということ

ですら、未だに実現していません。この条例を通して、そうした｢現実

｣に改めて男女が直面することも、大きな意義があると考えます。

Ｑ２：市民病院ではこの秋、児

童精神神経科医を迎え、本市の子

どもの発達支援プログラムが活気

を帯びてきた。療育センター建設

計画が一日も早く具体化し、セン

ターに必要な人の確保と養成が急

務と考える。現在療育に関わる専

門家である医師、ワーカー、現場

や家族の皆さんの声をどのように

計画に生かすのか。

Ａ２：地域療育センターの計画策定のため、現場

や家族の声を生かす方策として、今年度、豊橋市総

合療育支援事業市民懇談会を設置。懇談会では、障

害者団体や社会福祉法人、豊橋養護学校、東三河児

童障害者相談センターなどの代表者13人の方が委員

として参加。庁内の作業部会には、市民病院の児童

精神科医や母子保健センターの保健師など専門的な

立場の人も加わっている。今後、地域療育センター

の計画づくりに当たっては、懇談会の意見等を参考

に、具体的な案を煮詰めていく。

のりこのコメント：

のりこのコメント：

3. 男女平等社会実現のための条例のあり方について

Ｑ１：男女の性差と

ジェンダーについて

Ａ１：男女の性差については、生物学的な性別を示す区分に対し、

ジェンダーは、長い歴史の中で、社会的、文化的に形成されてきた性

別を示す区分とされている。男女共同参画社会は、機械的にまた画一

的に男女の差の解消を求めるものではなく、男女が互いにその人権を

尊重しつつ、責任も分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能

力を十分に発揮することができる社会の実現を目指しています。

Ｑ２：条例により、

男女平等社会の実現

を進める可能性につ

いて

Ａ２：条例制定により、市民、事業者の方々にも男女共同参画

に対する意識の高揚、自覚が醸成されることにより、男女共同参

画社会の実現へ、大きな契機になればと思っている。そこで、条

例制定を新たな第一歩であるとの認識を持って、さらに、一層男

女共同参画社会の実現に向けて議論を深め、その推進に取り組ん

でいく考えである。
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コメント：蔵書冊数のカウントには注意が必要です。どの本を廃棄するかは、

　　　　　専門司書の重要な仕事のひとつ。図書予算が増大しても、資料選

　　　　　定に時間をかけ、的確に進める司書教諭･司書の存在なしには増書

　　　　　予算が生かせません。　

学校司書がいる学校図書館では

図書館に子どもがあふれ、先生がとっても元気に！

　保健室には保健の先生がいて、いつも開い

ています。でも、図書室はいつも開いている

とは限りません。それは、図書館に常駐する

専門の先生(司書)を配置してこなかったから

です。今まで、担任を持って、｢図書室主任｣

を担ってこられた先生方には本当に頭が下が

ります。今年度から司書教諭が発令されまし

たが、正規であっても専任・専門ではなく、

教諭との兼務であることには変わりません。

先生方はますます多忙の毎日を送っています。

  豊橋市ではこの4年前｢学校司書の配置｣につ

いて、小中2校を指定して研究。そして今年度

６校に学校司書が誕生。新年度はさらに５校

増え、計11校(各ブロックに１名)司書配置の

学校が誕生する予算が組まれました。

　田原市、西尾市などでも、司書配置が進ん

できました。今後、全校に司書配置を求めて

いくためには、市民の声が必要です。今春、

子ども読書推進計画の愛知県版が発表される

のを受けて、いよいよ豊橋市版の作成が始ま

ります。大いに市民の声を届けていきましょ

う。

この10年のハード面での図書館整備の状況＜新改増築など＞

　　小学校：野依（H4） 　 植田（H6）　   牛川（H6）　  

　　　　　　つつじが丘（H6）     新川（H11）   玉川（H11）  

　　　　　　高師（H12）   磯辺（H13）　 飯村（H14）　　            

　　中学校：東陵（H8）　  豊岡（H11）    石巻（H12）

蔵書冊数と一人当たり冊数（Ｈ14年度）

　　小学校 52校　　  児童数   22,847人　　蔵書計  363,985冊　　15.9冊／人

　　中学校 22校　　  生徒数　  1,579人　  蔵書計  231,094冊 　 20.2冊／人

図書整備のための蔵書基準達成率（H14年度）

　　　　　　　　　　文科省　　　　　　　　　    豊橋市

　　小学校      　443,160（82.1%）          453,000（80.3％）

　　中学校     　 267,360（86.4%）          275,560（83.9％）

豊橋市の学校図書予算額の推移＜千円＞

　　　　　　　　　Ｈ７       　Ｈ８　　        Ｈ９　　   Ｈ１０〜１５年

　　小学校　　　23,900        27,300          27,600          37,900    

　　中学校   　 15,000　 　   21,200          22,200　　　　　39,700

資 料
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記録 のりこネット議会・地域活動

　　　8日
　13時30分
　のりこ登壇

１２月　１日（月）議運（傍聴）
　　　　３日（水）一般質問提出
　　　　　　　　　／松下典子さんＮＰＯ講座（田原市図書館）
　　　　５日（金）花田小訪問
　　　　６日（土）図書館まつり（中央図書館）
　　　　７日（日）栄校区インディアカ大会
　　　　８日（月）〜１０日（水）本会議　
　　　１１日（木）常任委員会（環境経済/建設消防）
　　　１２日（金）常任委員会（福祉教育/総務）
　　　１３日（土）栄消防団懇親会
　　　１５日（月）一般会計予算特別委員会
　　　１６日（火）決算特別委員会（傍聴）
　　　１７日（水）決算特別委員会（傍聴）
　　　１９日（金）議運／「真珠の首飾り」観劇（アイプラザ）
　　　２０日（土）「ぶっかー」No.8
　　　２１日（日）まんまの会20周年記念事業"音楽＆講演の集い"
　　　　　　　　　（アイプラザ）
　　　２２日（月）本会議（最終日）
　　　　　　　　　／女性Ｇネット運営委（恵那市）
　　　２５日（木）福祉教育委員会／都心活性課で懇談
　　　２７日（土）生ごみ処理講習会（立田村）
　１月　７日（水）都心活性課で懇談
　　　１１日（日）成人式（栄小）
　　　１３日（火）お話会（小学校）
　　　１４日（水）知多（生ごみ処理）・高浜市長訪問
　　　１６日（月）議会報告会（センター）
　　　　　　　　　／「あいトピア」内覧会
　　　１７日（土）「ぶっかー」No.9
　　　２０日（火）お話会（小学校）／「心の育つみちすじ」発刊
　　　２３日（金）総務委員会「住基ネット」（傍聴）

　　２６日（月）「あいトピア」竣工式
　　２７日（火）BS（母子保健センター／中央図書館）
　　２８日（水）県庁（環境問題）
　　　　　　　／愛知ネット例会（伏見プラザ）
　　　　　　　／大石芳野写真展
　　３１日（土）森貞述（高浜市長）講演会（名古屋女性会館）
２月　１日（日）「てーぶる」No.12発行
　　　３日（火）お話会（小学校）
　　　６日（金）ミニまんま（文庫）／南部地域を考える会
　　　７日（土）森住卓講演会「イラクからの報告」（文化会館）
　　　　　　　　／20周年記念誌「だっこ･おんぶ･大好き」発行
　　　８日（日）衣装ケース生ごみ処理講習会（東細谷）
　　１０日（火）総務委員会「男女共同参画条例」（傍聴）
　　１１日（火）第8回静岡県図書館づくり交流会「市議会からの
　　　　　　　　図書館づくり」を報告（静岡市）
　　１２日（水）中心市街地特調（各派）
　　１３日（金）お話会（小学校）／建設消防委（傍聴）
　　１４日（土）後千代講演会「自治体の財政について」（名古屋
　　　　　　　　市教育館）
　　１６日（月）平井雷太講座／劇団あぐら「銀河鉄道の夜」
　　１７日（火）お話会（小学校）／都市計画審議会（傍聴）
　　１８日（水）議員総会（新年度予算概要）
　　１９日（木）中心市街地特調
　　２０日（金）学校図書館例会
　　２１日（土）「ぶっかー」No.10
　　２２日（日）山田敦朗医師講演会／東三河環境講座
　　２３日（月）議運（傍聴）
　　２４日（火）中央図書館／母子保健センター
　　２６日（木）総務委（傍聴）
　　２７日（金）議運（傍聴）

　豊橋版ブックスタートは、絵本配布を行わず、

絵本の紹介、公共施設における絵本の整備、ブッ

クリストの配布のサービスを優先させてきました。

　赤ちゃん一人に2,000円近い絵本パックを配布す

ることを豊橋市で行うには、毎年800万円の予算が

必要です。豊橋市の子どもたちの絵本環境に合わ

せた事業展開を提案します。それには、こども施

設建設、子ども読書推進計画策定、公共施設での

絵本等の充実など、今後同時進行で進む各事業の、

それぞれのメリットを生かしてブック･プレゼント

への道をつけていきたいと考えます。

　このリストの本を中心に、子どもたち、子ども

のそばにいる大人たちに絵本を存分に楽しむ時間

を！子どもに絵本を！が、定着したとき、初めて

「豊橋版ブック・サービス」について取り組む機

が熟したといえるのではないでしょうか。子育て

に、じっくり時間をかけるように、絵本の大切さ

を共有する時間を。子どもが喜び楽しむ絵本が、

子どものための公共施設で整備され、誰もが納得

できる時間を経て、初めてブック・プレゼントの

施策が生きることになると確信します。子育て支

援の名の下に、安易に税金のばら撒きをしないで！

ブックスタートが、広報(2月1日号)で

紹介された直後の赤ちゃん広場は、

100組を越す母子が図書館へ！いかに

こうした情報が求められていたことか

と、ますますこのサービスの拡大を痛

感しています。

● 母子保健センターで、4ヶ月健診(毎週火曜日)で、ことばの大切さを伝える。

● 司書資格を持つコーデイネーターが中心になって、ボランテイアの皆さんと

    ともに絵本の紹介、カラー版ブックリストの配布、図書館利用等の案内。

● 図書館で「赤ちゃん広場」(第2・第4木曜日)を開催。

  保健所の健診時に赤ちゃんに絵本をプレゼントする運動です。豊橋

市では、豊橋版ブックスタートとして、3年前から試行。まずボランテ

ィアの皆さんによるブックリストの作成(春、夏、秋、冬号。それぞれ

0〜3歳までの3段階があります)と、4ヶ月健診時の絵本紹介が始まり、

今年度から以下の取り組みが行われています。

「絵本を配るサービス」について：のりこの考え

Newsブックスタート
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予
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会
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予
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予
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予
算
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別
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員
会
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予
算
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予
算
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別
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会

　
　

 
 

23
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任
委
員
会

　
　

 
 

24
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水)
 

議
会
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営
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日(
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本
会
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最
終
日
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右
記
の
会
議
は
す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
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申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
直
接
７
階
、
８ 

階
︵*

︶　

　
　

 
 

へ
ど
う
ぞ
。
時
間
等
詳
細
は
議
会
事
務
局
へ
。

３月議会日程

教育委員会･定例会　

　3月25日(木)10時〜
　4月22日(木)16時〜
　5月25日(火)10時〜

◆市役所12階教育委員会室
◆申し込みなしで傍聴可
　　教育委員会総務課　
　　 TEL：51-2805

　　　  

電話・ファックス　0532-48-1203
URL　http://www.toyohashi-noriko.net/
mail watanabe@toyohashi-noriko.net
     g-watana@mx2.tees.ne.jp（市役所）

編集後記 卵の黄身の色が操

作できるのは前から知っていた

が、いつまでも黄身が盛り上っ

ているようにもできるらしい。

白身はコントロールできないの

で、新鮮かどうかの判断は、白

身の具合で見ればいいと聞いた。

先日、間に合わせで買った卵が、

オレンジ色(！)の黄身だったの

で、気持ち悪くて食べるのに困

った。選ぶのにも限界があるだ

ろうが、なるべくまともなもの

を口に入れたいと思う、この頃。

　（有）　　　　　　　　　

議会レポート、行事案内などお届け
します。ご入会をお待ちしています。
    年 会 費 ：1,000円　
       郵便振替：00800-2-67037 
　　　              ｢渡辺のりこ後援会｣

農業委員会 
◆農地部会、農業振興部会の日程は未定。
　　問合せはTEL：51-2955まで。
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南栄駅
から東へ
徒歩1分

　　　衣装ケース生ごみ処理とゴミ問題

　　　　　　　　　　　　　　　　北島町　土山雄司

　昨年末「ふれあいセンター」に生活クラブ生協の配達

に行った際、渡辺さんから生ごみ処理用の衣装ケースを

分けてもらい早速使っています。ちょうど私の母親が、

家庭菜園（名ばかりですが）をやっていて、｢生ごみを

堆肥としたいのでコンポストを買って｣と言われていた

所で、これ幸いととびつきました。使い始めると処理方

法も楽で臭いもなく母親は喜んでいます（今度は、堆肥

化に向けて２次処理に挑戦しなくては・・）。　ところ

で、生ごみも工夫と少しの手間で立派な堆肥となり、こ

れを使って農産物を栽培すれば、安全な「食」の循環と

なります。私の前任地の生活クラブ生協の理事長で、元

沼津市長の井手さん（日本で最初に行政でゴミの分別収

集を行った市長?「混ぜればゴミ・分ければ資源」）か

ら、どんなにお金を使っても、技術が進歩しても、機械

でゴミを分別し再資源化はすることはできない、という

話を聞きました。1980年代に、通産省と一流メーカーが

共同で機械による分別・再資源化の出来る実験機械を

100億円かけて作り、100 ｔ／日ものゴミ処理を計画。

結局失敗に終わったそうです。（「スターダスト'80計

画」のネーミングも悪かったのかな。星屑として消える

ものな・・。そう言えば、どこかの市も相当な税金を使

って高価なゴミ処理施設を作ったけど大丈夫かな）。ゴ

ミ問題を解決するのは、「ゴミは出さない」。出した場

合は必ず「再使用（決してリサイクルではないよ！）す

る」事が一番大切だと思います。そこで、衣装ケース生

ごみ処理も含めて、産業界・市民・行政が責任をもって、

ゴミを作らないシステムを一緒に作って行きませんか。

生活クラブ生協では包装容器にビンを使って、ビンの再

使用の活動を行っています。

　　　　　2月9日、ゴミ問題の第一人者である

　　　　　井手さんが永眠されました。(合掌)

投 稿

　　　渡辺のりこの事務所は
南栄ふれあいセンターにあります。
　　　どうぞおでかけください！

3月も
みんなで傍聴
に行こう！


